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電気設備特記仕様書

　●

○　保全台帳：保全の技術的基準に関する通達及び「施設保全マニュアル作成要領」（監督職員より提示）

機材の品質・性能証明

表４　　「機器取付高さ」は、下記を標準とする。

壁付インターホン（親機）

壁付インターホン（玄関子機）

廊下表示灯（復旧ボタン付）

呼出しボタン（便所用）

スイッチ（車椅子用）

電磁開閉器用押ボタン

開閉器箱

壁掛形制御盤

壁付アウトレット（一般）

壁付アウトレット（和室）

ベル，ブザー，チャイム

壁付押しボタン（一般）

テレビインターホン（子機）

テレビインターホン（親機）

壁付インターホン（一般）

壁付アウトレット（一般）

液化石油ガス用検知器

都市ガス用検知器（軽質）

都市ガス用検知器（重質）

　１，５００以上

適　用　基　準　等

概　成　工　期

電気保安技術者

電気工事士

官公署への手続き

発生材の処理等

施　工　条　件

工　事　写　真

建設発生土の処理

総　合　調　整

支持金物・固定金具

あと施工アンカー

他工事との取合い

火気の使用

耐　震　施　工

電線本数、管路など

インサート

保温、結露防止

一種金属線ぴ

呼び線

フラッシプレート

完　成　図　等

ＯＡフロアー用

フロアプレート

動　力　設　備

電　線　類

機器取付高さ

予　備　配　管

工事用仮設物

監督員事務所

監督員事務所の備品等

足　場　等

蛍光灯安定器、ランプ

人感センサー用プレート

接地極の種別及び位置表示

塗　装　工　事

工事用電力、水、その他

表　１　「蛍光灯器具の安定器の回路方式」

表　２　「接地極一覧表」

ＥＰ×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－　組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×２

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－　組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－　組

ＥＢ（Ｄ＝１０又はＷ＝３０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆規格品

建築基準法施行令第２０条の５第４項による国土交通大臣認定品

下記表示のあるＪＡＳ規格品

ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

ｂ．接着剤等不使用

ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用

ｄ．ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用

ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆規格品

建築基準法施行令第２０条の５第３項による国土交通大臣認定品

旧ＪＩＳのＥ

旧ＪＡＳのＦ

１．５

１．５

２．０

１．５

１．０

１．０

０．６

１．０

１．０

２．０

１．５

１．０

１．５

１．０

０．６

１．０

１．０

１．０

１．５

１．０

０．６

１．０

０．６

０．４

０．６

０．６

１．５

１．５

１．０

１．０

１．５

２．０

２．０

２．０

１．５

１．５

電源周波数

機　　　材　　　等

約２，５００

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

　○しない

〇する

　○しない

〇する

○する

○する

　　　　　住　　　所（　ｋ　ｍ　）

電気設備工事

作　業　内　容 分　別　解　体　の　方　法

　特定建設資材廃棄物の種類 　再資源化等をする施設の名称

　　工　　　程

　　種　　　　類 　再　資　源　化 再資源化等をする施設の名称住所（ｋｍ）

○　　現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

○　　発注者に引渡しを要するもの　（　　○　金属類　　　　　　　○　盤類　　　　　　○　電線、ケーブル　　）

受入場所　：

構外搬出距離　　　　　　ｋｍを越え　　　　　　ｋｍ以下　　（　ＤＩＤ地区　・　有　　・　無　）　　　

受け入れ条件（　　　　　　　　　　　　　　　　）

○　構内指示の場所にたい積する。

○　構外指定場所に搬出（搬出時期等を監督職員に提出する。）

○　本工事は建設発生土情報交換システム（以下「システム」という）の登録対象工事であり

●　イ）屋外機器及び屋外の配管に使用する支持金物（ボルト類）はステンレス製（SUS304）とし、屋外機器のアンカーボルト

　　のナットにはナットキャップ（樹脂製）を取り付ける。

●　ロ）振動を伴う機器の支持金物のナットはダブルナットとする。

イ）あと施工アンカー　　接着系アンカー

ロ）施工図　　　建築、設備機器等の総合的な位置、取り合いを検討できる施工図を監督職員に提出し、承諾を受ける。

建築物内での火気の使用は原則として行わない。

（Ｋｓ）は下表による。

処理を行う。

さしつかえない。

●　金属製（ステンレス、新金属も含む）　　　　　○　樹脂製（一部可）

発注者に譲渡する。

提出物　　ＣＡＤデーター一式（電子データ等に内容の目録を添付する）

　　　　提出物　　原図（原図が提出できないものは原図にかわる図でよい。）Ａ１　１部（３つ折りケース収納）

　　　　　内容に整合した保全方法を写真等を用い具体的に分かり易い解説をした図書とする。

　　　　提出物　　Ａ４判ファイル綴じ込み　１部（関連工事と合本する）

　　１冊

水平調整付プレート（空転防止リング付）とする。

５０Ｈｚ

●　ＣＡＤで新規作成　　　　○　既存完成図の修正（ＣＡＤデーターの提出は不要）

設計図ＣＡＤデータの貸与　　　○貸与する　　　●貸与しない

●・・・施工図

●　保全に関する資料：機器取り扱い説明書、機器性能試験成績表、官公署届出書類、総合調整測定表、主要機器一覧表、

図面に特記なき場合は、表　１「蛍光灯器具の安定器の回路方式」による。

蛍光ランプは下記による。

照明の人感センサー制御を行う部屋には、下記の注意プレートを設置する。

材質：アクリル板

参考文例：「人の動きを検知して点灯いたします。一定時間動きがなければ消灯しますので

　　　　　　その際は再度身体を動かしてください。」

注意プレート設置室

下記部位に使用する、外面めっき電線管の露出配管には塗装を施す。

第６編通信・情報設備工事　第１章　機材　第１節　電線類等　１．１．１　電線類等　表１．１．１電線類に

表　３「ＥＭケーブル：環境に配慮した電線」を追加する。

図面に特記なき場合は、表　４「機器取付高さ」による。

５個以上の場合（ＰＦ２２）を２本、天井まで立上げる。

現場説明書による。

枠組足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン（厚生労働省平成１５年４月策定）」により、設置については

同ガイドラインに基づく働きやすい安心感のある足場とし、二段手すりと幅木の機能を有する部材があらかじめ備えられた手すり

先行足場型とするか又は改善措置機材を用いて手すり先行専用足場型と同等の機能を確保するものとする。

○　省エネ形　　　　　　　　　　○　一般形　　　　　　　　　　　　●　ＬＥＤ

図面に特記なき場合は、表　２「接地極一覧表」による。

○　ノイズ対策用として絶縁トランスを設置する。

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（平成２８年）

電池内蔵形非常用照明器具

上記以外のもの

ルーバー又は照明カバー付、防雨形、防湿形

ルーバー又は照明カバーが取付け可能な器具

センサー等と組合せて連続調光を行う器具

連続調光に使用する器具

初期照度補正制御を行う器具

上記以外の露出形及び下面開放形

Ｈ１６Ｗ　Ｈ２４Ｗ　Ｈ３２Ｗ　Ｈ４２Ｗ

Ｐ３２Ｗ　Ｐ４５Ｗ

１８Ｗ　２７Ｗ

○　　既設キュービクルの変圧器、コンデンサの絶縁油微量ＰＣＢ分析を行うものとする。

防雨形器具、防湿形器具、シーリングライト、プルスイッチ付

本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、次の１）から５）を満たす

埋込形分電盤からの立上り予備配管は、予備の配線用遮断器４個以下の場合（ＰＦ２２）を１本、

イ）施工範囲　　図面に特記なき場合は、「工事区分表」による。

　　　請負者は工事の実施に当たって土量、土工時期に変更があった場合、速やかに当該システムにのデータ変更を行う

　　　ものとする。なお、これによりがたい場合には監督職員と協議しなければならない。

（１）本工事に使用する設備機材等は、設計図書（「設備機材等選定表」を含む）に規定するもの、又はこれらと同等のものとする。

　　　ただし、これらと同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

（２）化学物質を発散する建築材料等

１．工事場所

．工事概要Ｉ

２．建物概要

　工事実績情報の登録

４．工事種目（■印の付いたものを適用する。）

　●

　●

　●

　●

章 項 目 特 記 事 項

（　接着剤　　　　　○　有機系　）

金属拡張系アンカー

　各機器の個別運転後に総合調整を行い、機能確認報告書を監督職員に提出する。

設置場所 機器種別
重要機器 重要機器

機　器

防振支持の機器

水槽類

中　間　階

地下・１階

上層階

屋上及び塔屋

特定の施設

一般機器

　一般の施設

一般機器

機　器

防振支持の機器

水槽類

機　器

防振支持の機器

水槽類

　設備機器の固定は、「建築設備耐震設計・施工指針　２００５年版（国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築

　〇

　工事完成時に下記の図書を監督職員に提出する。なお、施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は

　　　　　　　　　原図　Ａ１　１部（３つ折りケース収納）

　　　　　　　　　陽画複写製本　Ａ１　２つ折り製本　１部

　　　　　提出物　　Ａ４判ファイル綴じ込み　　　１部　（関連工事と合本する。）

　　　　　　に基づき作成する。

　　　　　　主要材料等）Ａ４判ファイル綴じ込み　１部

　●

●・・・完成図等

　本工事に必要な工事用電力、水などの費用は、請負者の負担とする。

該当する建築材料

規　制　対　象　外

○

○○

第　　三　　種

ホルムアルデヒドの発散量

規格品

規格品

　　ものとする。

　　　１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、その他の木質建材、

　　　　　ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　３）接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない難揮発性の可塑剤を使用し、ホルム

　　　　　アルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　５）上記　１）、　３）及び　４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は、ホルムアル

　　　　　デヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　なお、ホルムアルデヒドを放散しないものとは放散量が規制対象外のものを、ホルムアルデヒドの放散が極めて少ないもの

　　とは放散量が第三種のものをいい、原則として規制対象外のものを使用するものとするが、該当する材料等がない場合は、

　　第三種のものを使用するものとする。

　　　また、「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

　　配線器具の蓋

　●

　●

　●

　●

　●

一
　
　
　
般
　
　
　
共
　
　
　
通
　
　
　
事
　
　
　
項

　重要度の高い設備機器

　施工方法：

　○Ａ種（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　○Ｂ種（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　ＭＭ１－Ａを使用する。　（位置ＢＯＸ共）

　分電盤、制御盤、端子盤などの２次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管径などは、監督職員の承諾を受けて、変更しても

　床版で断熱材打込み部分は、断熱材用インサートとする。

　長さ１ｍ以上の入線しない管路には、１．２ｍｍ以上の樹脂被覆鉄線を挿入する。

文字：印刷文字（黒及び赤）

　（規模、仕上げの程度及び備品等については現場説明書による。）

　○　設ける（　○　既存建物内の一部を使用する。　　○　構内に設置する。　　号　　○　構外に設置する。　　号）

　注）コンパクト形のランプ（一般形）の光源色は、３波長域発光形（昼光色）とする。

一
　
　
　
般
　
　
　
共
　
　
　
通
　
　
　
事
　
　
　
項

　
仮
　
　
設
　
　
工
　
　
事

　
工
　
　
事
　
　
範
　
　
囲

工
　
　
事
　
　
内
　
　
容

　注）必要な天井点検口については管理監督者との協議による

地上～窓中心

地上～引込点

測　　　点

鏡上端～中心

床上～上端廊下通路誘導灯

者 床上～中心

用 床上～中心

床上～中心

力

障

身

動

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

ブラケット（一般）

コンセント（厨房）

（ファン用）

コンセント（車庫）

コンセント（機械室）

ブラケット（踊場）

ブラケット（鏡上）

避難口誘導灯

コンセント（屋外）

灯

コンセント

地上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～下端

床上～中心

床上～中心

床上～下端

床上～中心

コンセント（和室）

分　電　盤（壁掛形）

コンセント（一般）

スイッチ（一般）

スイッチ（和室）

コンセント（台上）

電

通

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

台上～下端

床上～中心

引込線引留め高

機　　　　　器

取引用計器共

テ 天井～上端 　　　２００機器収容箱

直列ユニット（一般）

直列ユニット（和室）

　１，３００

知
　１，５００

　１，１００

　１，１００

　１，３００

　１，３００

　　　９００

　１，５００

火

発　信　機

機器収容箱

表　示　灯

警報ベル
報

災

受　信　機

副受信機

ビ

レ

床上～上端 　　　２５０

天井～上端

床上～上端 　　　２５０

　　　１５０

床上～操作部

床上～操作部

床上～操作部

床上～操作部

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

　２，３００

　２，１００

　　　２００

　　　３００

端子盤（ＥＰＳなど）

端子盤（廊下、室内）

壁付アッテネータ

壁付形スピーカ

ファン下端

　１，３００

タ

ン
ホ

ー

イ
ン

壁付発信機

表　示　盤

等

表

示

　１，３００

　１，２００

　　　１００

　　　２００

　　　３００

壁掛形親時計

壁付子時計計

拡

声

時

話

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

　１，３００

　１，３００

　２，３００

　１，３００

　２，３００

　１，３００

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～下端

床上～中心

床上～中心

　　　２００

　１，３００

　２，３００

　２，３００

　　　３００

　１，５００

　　　３００

引込線引留め高

取付高（ｍｍ）

約１，８００

集合保安器箱
電

地上～引込点

天井～上端 　　　２００

機　　　　　器 測　　　点 取付高（ｍｍ）

　１，５００床上～中心機器収容箱（ＥＰＳ）

床上～中心 　　　９００

床上～中心 　１，４００床上～中心

床上～中心 約１，３５０

ただし、これにより高い場合は監督職員と協議する。

１，５００（上端２，０００以下）

１，５００（上端２，０００以下）

１，５００（上端２，０００以下）

８００～１，０００

５００～１，０００

８００～１，５００

８００～１，５００

８００～１，５００

８００～１，５００

１，０００～１，３００

２，１００～２，３００

コンセント（車椅子用

　１，０００以下

　　　１５０

「使用中」「施錠中」表示灯

工　　　　事　　　　種　　　　別建物別及び

工事種目 屋外 備　　考

照 明(非常・誘導灯含)　設　備

駐 車 場 管 制 設 備

防 犯 ・ 入 退 室 管 理 設 備

電波障害調査

　●

　●

ラ　ン　プ

直管形の

のランプ

Ｈｆ形のランプ

蛍　　光　　灯　　の　　種　　類

高輝度誘導灯

２０形

ＰＸＨ　５

Ｅ　　１５

ＰＮ　　５

ＥＬ　１５

ＧＬ　１５

ＧＨ　１５

標準図記号

ＰＺＨ　５

ＰＨＨ　５

ＰＮＨ　５

ＰＴＨ　５

ＰＫＨ　５

コンパクト形
一般形

Ｈｆ形

　装柱機器及び屋外灯用接地極の埋設標は不要とする。

ただし、Ｄ＝１０は１，０００ｍｍ、Ｗ＝３０は１，２００ｍｍとする。

避雷器用（低圧用）

避雷器用（高圧用）

共　同　接　地

構内交換機（陽極用）

本配線盤の保安装置

拡声増幅器

電話引込口の保安器

測　定　用

Ｄ　種　接　地

Ｃ　種　接　地

Ｂ　種　接　地

Ａ　種　接　地

避雷設備用接地

避雷設備用接地

防犯装置用 Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｓ

ＬＨ

ＬＬ

Ｏ

Ｄａ

Ｄｔ

ｔ

Ａｔ

接地抵抗値記　　　号

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

接地の種別

Ｅ

Ｅ

Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ａ

Ｌ

Ｌ

接地極の規格、数量

Ｅ Ｅ ＣＡ共　同　接　地 Ｅ Ｄ

Ｅ Ｅ ＤＡ ＥＬＨ

　接地極の種別は下記を標準とし、ＥＢの長さは１，５００ｍｍとする。

避雷器用（モデム用） Ｅ ＭＤ

○

○

○

○

○

○

　　　　　以下

　１０　　以下

　　　　　以下

　１０　　以下

　○

１００　  以下

□

　　　　提出物　　Ａ４判ファイル綴じ込み　　部（関連工事と合本する）

１００　  以下

１００　  以下

　１０　　以下

　１０　　以下

　１０　　以下

　１０　　以下

１００　  以下

ピット内配線 大ホール床下ピット内配管については木製等クリート台にパイプを固定し、整然と並べて配管を施すこと。

車両乗入れ

建築鉄骨鋼材に専用支持金具を使って固定。

補助設備：照明器具附設の落下防止ワイヤーにて補助する。

建物名称 構　造
階数 建築基準法上の面積 消防法施行令

備　考
別表第１の区分延べ面積（㎡）建築面積（㎡）

□

※ すべてLED照明に更新する

　１０　　以下

１００　  以下

屋 外

研究所監修）」による。なお、本工事の施設分類は（　　●　特定の施設　　○　一般の施設）とし、設計用標準水平震度

　外部に面する壁、天井で建築工事でＰＦ板（スタイロホーム等）打ち込み箇所に取付ける位置ボックスなどは保温、結露防止の

　○

　○

　　　　　以下

○

○

□

受　変　電　設　備

動　力　設　備

換　気　電　源　設　備

幹　線　設　備

□

□

コンセント　設　備

発　電　設　備

構 内 情 報 通 信 網 設 備

構　内　交　換　設　備

拡　声　設　備（電気時計含む）

非　常　放　送　設　備

誘　導　支　援　設　備

テ レ ビ 共 同 受 信 設 備

監 視 カ メ ラ 配 管 設 備

映 像 ・ 音 響 設 備

□

□

□

□

□

□

□

□

□

中 央 監 視 制 御 設 備□

自 動 火 災 報 知 設 備

昇　降　機　設　備

構内配電線路

構内通信線路

警 備 保 障 用 配 管 設 備

□

□

□

□

　○

　○

○　銅合金製　　　　　　　　　　　　　　　　　　○　アルミ製

○　アルミ製　　　　　　　　　　　　　　　　　　○　樹脂製

　○ ○　制御盤等で配管ボンドとなる負荷には接地端子を設けない。

　○

　○ 　●　設けない　

○

○

○

○

○

○

○

　○

　○

　●

●分別解体の方法

（　○本体打込み式　　　　　　　）

○　自立配電盤　　　　○　発電装置　　　　　○　交換機　　　○　ＵＰＳ　　　○　直流電源装置　　　○　防災盤

　○

　○

　●

○　建設大臣官房官庁営繕部監修「管理者のための建築物保全の手引き　改訂版」

　○

（　○　便所［男・女・多目的］　　　　　○　　　　　　　）

仮　設　工　事

外部足場　　　　　（○　Ａ種　○　　Ｂ種　　　○　Ｃ種　　○　Ｄ種　　　　　　　　　　　　　）

内部足場　　　　　（○　脚立　○　　足場板　　○　（建築工事）を無償で使用できる　）

○上記の他、別契約の関係請負者が定置した足場、さん橋類は無償で使用できる。

仮設間仕切　　　　（○　Ａ種　○　　Ｂ種　　　○　Ｃ種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　

○　機器取り扱い説明書　：　宿舎等で共用部分は除く部分に設置した機器の取扱い説明書をまとめる。

〇特定建設資材廃棄物の発生材の処理

７項 -

○特定建設資材廃棄物以外の発生材の処理

　○しない

　○しない

㎞

㎞

　　　　　　　　　陽画複写製本　Ａ３　２つ折り製本　１部

○ローリングタワー３段型（車輪付き）高さ５．５ｍ 　１組リース品導入する。

○ローリングタワー５段型（車輪付き）高さ８．９ｍ 　１組リース品導入する。

1F

地上 地下 塔屋

■

山形県鶴岡市高坂地内

鶴岡市人工芝グラウンド整備設計（特記仕様書）

- -

新設一式

新設一式

新設一式

新設一式

　●

　●

　○新築　○修　繕　　

　○増築　○模様替　　　　○有　　○無

○手作業　　　○手作業、機械作業併用

人工芝グラウンド

N.S(A1)

N.S(A3)

メインコート

■

■

■

■

．工事仕様ＩＩ

（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事

による。

２．特記仕様

●印の付いたものを適用し、○印の付いたものは適用しない。

５．指定部分　　　※　無し　・　有り（工期　令和　　年　　月　　日、　対象：　　　　　　　　　　　　　　）

編）（令和７年版）」（以下「改修標準仕様書」という。）及び国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修の「公共建築設備工事

標準図（電気設備工事編）（令和７年版）」（以下「標準図」という。）による。ただし、改修標準仕様書に記載されていない事項は

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和７年版）」（以下「標準仕様書」という。）

１．共通仕様

分別解体・再資源化の完了時に、以下の事項を書面にて監督職員に報告する。

再資源化等が完了した年月日

再資源化等に要した費用

●下記以外は現場説明書による。

再資源化等をした施設の名称及び住所

　　　都道府県条例の対象建設工事であり、分別解体等及び特定建設資材の再資源化等について適切な処理を行う。ただし、

　　　工事契約後にやむを得ない事情により予定していた条件により難い場合は監督職員と協議する。

　　　なお、再利用・減量化等を含め発生材の搬出処理費は今回工事範囲外とする。

　となる資料は、監督職員の承諾を受けることにより、外部機関が発行する証明資料の写しとすることができる。

　工事期限より　　　　日前

　●　登録を行う。　　　　○　登録を行わない。

　工事現場におく電気保安技術者は、監督職員の職務を補佐し、電気工作物の保安の業務を行うものとする。

　最大電力５００ｋＷ以上の場合においても、第１種電気工事士により施工を行う。

　工事の着手、施工、完成にあたり、関係官公署その他の関係機関への必要な届出手続き等を遅延なく行う。

資機材置場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●構内　　　○

建設発生土（埋戻し及び盛土用）の仮置場所　　　　　〇構内　　　○　　　　　　

工事車両の駐車場　　　 　　　　　　　　　　　　　 〇構内　　　○

●営繕工事電子納品要領（令和３年改訂版）

　○　東北地方整備局制定の営繕工事事業用電気工作物保安規程を適用する。

　●　発生材の分別解体及び再資源化

●営繕工事写真撮影要領（令和５年版）による。　　（完成写真　●要　　○不要）

　　　本工事は「建設工事に係わる資材の再資源化等に関する法律」（平成１２年５月３１日法律第１０４号）及び施行令又は

　設計図書に定める品質及び性能を有することの証明となる資料のうち、「標準仕様書に定める品質及び性能」を有することの証明

一
　
　
　
般
　
　
　
共
　
　
　
通
　
　
　
事
　
　
　
項

○　　特別管理産業廃棄物　　         （　　○　　ＰＣＢ使用機器　　                                                  ）

　● ●　構内指示の場所に敷きならす。

　●

ロ）試　　験　　　　　　性能確認試験　　　　 （　●行わない　　　○行う　　　）

　　施工確認試験　　　　 （　●行わない　　　○行う　　　）

　●

　●

○　増幅器（自立形）　○　受信機（自立形）　○　情報通信ラック　　○　電灯・動力トランス　　●　動力分電盤

　●

　●

●・・・保全に関する資料

●施設保全マニュアル：「施設保全マニュアル作成要領」（監督職員）に基づき作成する。当該施設固有の

　●

　●

（　●屋外［VEまたは溶融亜鉛メッキ管］　○　　　　　　　　　　○　　　　　　　　　　）

　●

　●

　● 　構内に作ることが　　○　できる（図示）　　○　できない

　○

●

● 　１０　　以下

● 照明(非常･誘導灯含)設備

● 幹線設備 管理棟、屋外ＷＣ用電灯幹線引込用空配管

グラウンド照明柱・構内街路灯用電源配管配線、照明器具取付、試験調整

メインコート部へ緊急放送対応拡声設備設置に伴う配管配線、機器取付、試験調整● 拡声設備

● 構内配電線路

● 構内通信線路

電力引込（電灯・動力幹線）、外灯（グラウンド照明柱、街路灯）用電源配管配線

E-01

P643
四角形

P643
四角形

P643
四角形

P643
タイプライタ
鶴岡市人工芝グラウンド整備電気設備工事

P643
テキスト ボックス
鶴岡市人工芝グラウンド整備電気設備工事

P643
タイプライタ
鶴岡市高坂字仏供沢４８-２ほか
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鶴岡市人工芝グラウンド整備電気設備工事



▽ＧＬ

ｺﾝｸﾘｰﾄ柱　12-19-3.5KN

▽ＧＬ

幹 線 系 統 図

PROJ.  NO着工年月日 PROJ.   TITLEDATE. . . .

竣工年月日 . . . .

. .
監理者印

DWG.   TITLECHECK. .

. . 一級建築士事務所山形県登録 第1110号山形県鶴岡市桜新町 8-33
施工者印

. . . . . . .一級建築士登録　第 367537号　原　拓也TEL.0235-24-5510 FAX.0235-23-9565

鶴岡市人工芝グラウンド整備2026.3

(1105)
SCALE構内引込柱・引込開閉器盤結線図・幹線動力系統図 N.S、1/100(A3)

N.S、1/50 (A1)

幹 線 リ ス ト

３８゜

２２゜

１００゜

６０゜

１５０゜

１４゜

８°

２００゜

２５０゜

５．５°

ＦＰＴ１４°

低

圧

電

灯

盤

１Ｐ－２

低

圧

動

力

盤

幹 線 番 号

１φ３Ｗ １０５／２１０Ｖ ５０ＨＺ （ＡＣ）

３φ３Ｗ ２１０Ｖ ５０ＨＺ　（ＡＣ）

１φ３Ｗ １０５／２１０Ｖ ５０ＨＺ （ＡＣ）

電 気 方 式 幹 線 サ イ ズ盤 名 称

電灯幹線 常用回路

動力幹線 常用回路 Ｐー１

各盤への配線は下記による

Ｌ

１

Ｐ

１

⇒

備 考 　 自 ⇒ 至

⇒

⇒

セ
パ
レ
ー
タ

1φ 3W 200/100V

電力引込

下方より

Ｗｈ

電力会社

貸与品

ＣＴ

MCCB 3P

従量電灯Ｃ

主開閉器契約

契約ブレーカ

封印ﾋﾞｽ付

ＺＣＴ

3φ 3W 200V

（低圧電力）
電力引込

下方より

Ｗｈ

電力会社

貸与品

ＣＴ

ＺＣＴ

漏電火災

警報器

（Ｌ）

低圧電力

負荷契約

（従量電灯 Ｃ）

電力柱より
東北電力株式会社

3φ3W 200V
1φ3W 100/200V

引込ｹｰﾌﾞﾙ　DV

U字ﾎﾞﾙﾄ(M12)

異種管接続ｺﾈｸﾀ

IE5.5°

Ｄ種接地工事

ｺﾝｸﾘｰﾄ根枷

(防水プリカ)

IBT(自在ﾊﾞﾝﾄﾞ）

ｾﾌﾃｨﾍﾞﾙﾄ(ｽﾃﾝﾚｽﾊﾞﾝﾄﾞ)

2
,5

00

引込開閉器盤Ｓ－１

支線22mm２
ZGP28用

電線管(VE16)【接地】

接地棒14φ×1500L

低圧用ﾗｯｸ【電話用】

ｴﾝﾄﾗﾝｽｷｬｯﾌﾟ【電話用】

ﾎﾞﾙﾄ(W1/2-100)【電話用】

ｺﾝｸﾘｰﾄ柱　12-19-3.5KN

ｴﾝﾄﾗﾝｽｷｬｯﾌﾟ（ZGP70用）【1φ、3φ】

３ ３

（ｋＶＡ） （ｋＷ）

（Ｌ）
IE5.5sq

ＥD

漏電火災

警報器

（Ｐ）

支線用自在ﾊﾞﾝﾄﾞ

※　電線管の支持間隔は２ｍ以下とする。
注　記

契約ブレーカ

MCCB 3P

封印ﾋﾞｽ付

･･･1φ3W 100/200V

･･･3φ3W 200V

引込柱部配管配線

･･･漏電警報

キャビネット形式

電気方式 １φ３Ｗ

２００／１００Ｖ

種　　　 別

相　　　 別

電　　　 圧

備　　考

種　　　 別

相　　　 別

電　　　 圧 ２００Ｖ

３φ３Ｗ

盤名称

負荷容量（ｋＶＡ）

負荷容量（ｋＷ）

常用（ＡＣ）

常用（ＡＣ）

主幹器具
定格遮断電流

定 格 電 流

主幹器具
定格遮断電流

定 格 電 流

電
　
　
灯
　
　
部

電気方式動
　
　
力
　
　
部

分 電 盤 参 考 姿 図 　 Ｎ ／ Ｓ

引込開閉器盤　Ｓ－１

鋼板製　屋外防水形

ＲＣ３５.０ｋＡ以上

玉碍子

自在バンド

断面図　1/50

引込柱参考姿図　１／５０

支線ｶﾞｰﾄﾞ

電灯分電盤
（屋外トイレ）

1
,8

00

ﾌﾞﾛｯｸｱﾝｶｰ(2t)

225AF/125AT

23.72（KW）30（KVA）

225AF/150AT

CET 38sq

２３．７２

１２５Ａ

ＲＣ３５.０ｋＡ以上

CEE 2°-4C（ZGP28）

CET38°　 （ZGP54） 、露出引下げ

電線管(FEP30)×1 　　【強電】

電線管(FEP30)×2     【弱電】

電灯盤、動力盤へ

電線管(ZGP28)×2　 　【弱電】

ＥD

（VE16）
E5.5sq

引込柱仕様
コン柱：19㎝×12ｍ×350kgf（足場ﾎﾞﾙﾄ付）

支　線：22sq、2tonﾌﾞﾛｯｸ付、支線ｶﾞｰﾄﾞ付
根　枷：電力型 L1,200×W240×t170（ﾊﾞﾝﾄﾞ付）

▽ＧＬH1-9R8K60

1φ 3W 200/100V
電力引込

（従量電灯 Ｃ）

（低圧電力）3φ 3W 200V

電灯分電盤
（管理棟）

H1-9R8K60H1-9R8K60 H1-9R8K60H1-9R8K60

屋外トイレ 管理棟

▽ＣＨ

▽ＲＦＬ

▽１ＦＬ

▽ＲＦＬ

▽１ＦＬ

▽ＣＨ

【屋外】

【管理棟】 【屋外トイレ】

電灯分電盤電灯分電盤

３８゜

ＥＭ－ＦＰ－Ｔ１４°

ＥＭ－ＣＥ　５．５°－３Ｃ

ＥＭ－ＣＥ　８°－３Ｃ

ＥＭ－ＣＥＴ　１４゜

ＥＭ－ＣＥＴ　２２゜

ＥＭ－ＣＥＴ　３８゜

ＥＭ－ＣＥＴ　６０゜

ＥＭ－ＣＥＴ１００゜

ＥＭ－ＣＥＴ１５０゜

ＥＭ－ＣＥＴ２００゜

ＥＭ－ＣＥＴ２５０゜

ケーブル凡例

３２．３

１５０Ａ

従量電灯Ｃ　３０ＫＶＡ　＋　低圧電力　２３．７２ＫＷ

＝　５３．７２ＫＶＡ

CET 100sq

管理棟
屋外ＷＣ

ＷＰ－１

（Ｐ）
外灯

グラウンド照明柱

３２．３ ２３．７２

CET100°  （ZGP82） 、露出引下げ

CET100sq,CET38sq（1φ、3φ）

電線管(ZGP82)､(ZGP54)【強電】
電線管(ZGP28)×2     【電話】

電線管(ZGP82)
電線管(ZGP54)

電線管(FEP80),(FEP50)【強電】

金属製可とう電線管(F2 83,F2 50)

電線管(ZGP82)､(ZGP54)【強電】

１００゜

Ｌー１－１

Ｌー１ 電灯分電盤

電灯分電盤

ＣＥＴ１００°

ＣＥ８° －３Ｃ

保護管

（ＦＥＰ８０） 引込開閉器盤Ｓ－１ 管理棟電灯分電盤

屋外ＷＣ電灯分電盤管理棟電灯分電盤（ＦＥＰ４０）

ＷＰ－１ （ＦＥＰ５０）ＣＥＴ３８° 引込開閉器盤Ｓ－１ ＷＰ－１

盤立上げ部は厚鋼電線管（溶融亜鉛めっき製）にケーブル保護とする

異種接続材(FEP50-ZGP54)
異種接続材(FEP80-ZGP82)CET 38°　（FEP50）   ･･･3φ　動力幹線

動力制御盤

ＷＰ－１

CET 38°　（FEP50）   ･･･3φ　動力幹線

CET 38°　（FEP50）   ･･･3φ　動力幹線

８゜

----C---- （FEP30）   ･･･漏電警報

Ｓ－１

引込開閉器盤

CET 38°　（ZGP54）   ･･･3φ　動力幹線
CET 100° （ZGP82）   ･･･1φ　電灯幹線

CET 38°　（ZGP54）   ･･･3φ　動力幹線

----C---- （FEP80）   ･･･1φ　電灯幹線

----C---- （ZGP82）   ･･･1φ　電灯幹線

----C---- （ZGP28）   ･･･漏電警報

異種接続材(FEP30-ZGP28)

----C---- （FEP80）   ･･･1φ　電灯幹線
----C---- （FEP30）   ･･･漏電警報

----C---- （FEP40）   ･･･1φ　電灯幹線

----C---- （FEP40）   ･･･1φ　電灯幹線

※　管理棟、屋外ＷＣ部の電灯幹線ケーブルは別途工事とし本工事では空配管まで設置とする
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(1105)
SCALE

N.S(A1)

N.S(A3)

キャビネット形式

備　　　考

種　別

結　線

電　圧

主幹器具
定格電流

定格遮断電流

負荷容量

備　考 幹線サイズ

幹線入線方向

電気方式

鋼板製　自立形　屋外形

・

常用回路　ＡＣ

下方

盤　名　称

３φ－３Ｗ

２００Ｖ

標準色仕上げ

No,

分岐開閉器

負 荷 名 称 備    考
操作回路主開閉器

結線方式

盤 名 称

電気方式

電圧

(V)
RRy

No,ELBMCB (  )P AF/AT 照　明 ｺﾝｾﾝﾄ

一 般 仕 様

　８．

リモコンブレーカの仕様は製造者の標準品とする。

　７．

　６．

　５．

　１．

　２．

　３．

　４．

キャビネットを構成する各部の鋼板厚さは「表１」による。

電源は原則として３φ３Ｗ２００Ｖ５０Ｈｚとする。

主幹配線用遮断器は短絡電流を満足する遮断器を使用する。

主幹一次側に電源表示灯を設ける。

動力制御盤特記仕様書

特記無き分岐ブレーカは、５０ＡＦ／２０ＡＴとする。

リモコン回路は多重伝送式とし、ＲＴ、ＴＵ、ＣＰＵ、Ｔ／Ｕ等は必要数見込むこと。

また、予備品として光アドレス設定器（ワイヤレス式）を納入すること。

詳細については承諾図により監督員と打合せの上、承諾を得ること。

容　量 (KW)

B

C

D

E

200

200

200

200

200

200

○

○

○

○

○

○

2P 50/20

2P 50/20

2P 50/20

2P 50/20

2P 50/20

2P 50/20 グラウンド照明柱Ａ（北西）

グラウンド照明柱Ｃ（南西）

グラウンド照明柱Ｄ（北東）

グラウンド照明柱Ｅ（中央東）

グラウンド照明柱Ｆ（南東）

グラウンド照明柱Ｂ（中央西） 4.132

3.099

3.099

4.132

3.099

3.099

20.66

R1

R2

R3

R4

R5

R6

A

F

G 200 ○ 2P 50/20 リモコントランス

EM-CET 38゜

ＡＣ

3φ3W 200V

幹線 № P1-1

50AF/NT

MCCB 3P

LA×6

ED

（15.0 KA以上）

MCCB3P

2001 ○ 2P 50/20 外灯（南西駐車場） 1.02

200

200

200

2

3

4

2005

2006

○ 2P 50/20 外灯（サブコート西）

外灯（サブコート東）

0.34

0.34○ 2P 50/20

0.68外灯（北西駐車場）○ 2P 50/20

外灯（メインコート南） 0.682P 50/20

2P 50/20

○

○ 予 備 ・

構成部

ボックス・保護板 １．６以上

１．６以上

２．３以上

扉面積（0.9m2）以下

扉面積（0.9m2）超過

鋼板の厚さ（mm）

表　１

操作回路

ﾊﾟﾀｰﾝ・ｸﾞﾙｰﾌﾟ設定ｽｲｯﾁx1
リモコンスイッチ×ｎ

Ryﾄﾗﾝｽ

負荷へ LED照明
蛍光灯調光
Ｔ／Ｕ

スイッチ
リモコンリモコン

スイッチ

６Ａﾘﾚｰﾕﾆｯﾄ
Ｔ／Ｕ付

負荷へ
負荷へ
負荷へ
負荷へ

負荷へ

100V(200V)

20A RRy
20A RRy
20A RRy
20A RRy

20A RRy

20A RRy

20A RRy

20A RRyＴ／Ｕ

リレー制御

100V(200V)

100V(200V)

100V(200V)

100V(200V)
負荷へ

負荷へ

負荷へ

Ryﾄﾗﾝｽ

ユニット
伝　送

（４出力）

漏電遮断器

電磁接触器

自動点滅器

リモコントランス

リモコンリレー

リレー制御ユニット

伝送装置

多重伝送式リモコン（基本回路） ＡＳ＋ＴＭ　回路

ﾀｲﾑｽｲｯﾁ・停電補償付・週間式・2出力型

ＬＡ

ＳＴＳ
ＣＯＳ

試験ー切ー自動

JIS協約型　2回路型

外部自動点滅器

ＡＳ

ＡＳ＋ＴＭ　によるＡＮＤ回路

※各分電盤に標準取付低圧電源用アレスタ

配線用遮断器

ＲＲｙ・▲

ＥＬＣＢ

ＭＣＣＢ

ＴＭ

ＲＴ

ＣＰＵ

ＡＳ

ＭＣ

Ｔ/Ｕ

TM

年間ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾀｲﾏｰ
接点入力

AC200（100)V

リレー制御

⇒　ＯＮ

ＴＭ ⇒　ＯＦＦ

ＡＳ

Ryﾄﾗﾝｽ

20A RRy

20A RRy 負荷ｎ

共通線

負荷１

自動点滅器AS

Ｔ／Ｕ
（4出力）

（4出力）
Ｔ／Ｕ

主幹
MCCB 3P

50AF/NT

LA×6

ED

※線間及び対地間に取付

名称その他記号

凡例

Ｒ ＲＡ

Ｔ

※mgを制御

MC

AC200V

AC200V

AC200V

・ＳＰＤ用表示窓を設ける。

寸法は参考とする

ＮＰ１

605

600

図面ホルダ

定格銘板

1
0
0

3
0
0

▽ＧＬ

1
5
0
0

1
5
3
0

3.06

1

1

1

1

1

1

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

1

1

1

1

1

ＲＡ

ＲＡ

ＲＡ

ＲＡ

ＲＡ

23.72

225/125AT

ＥＭ－ＣＥＴ３８□

１２５Ａ

２５．０ＫＡ

２３．７２ ｋＷ

動力制御盤結線図

動力制御盤　ＷＰ－１
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照明柱姿図　Ｓ＝１／５０

ＧＬ

4
,
16
8

19-19-10（上柱 8,284m、下柱 10,784m）

投光器架台用アーム

根巻きコンクリ－ト

φ1000×600　ダクト管残置

フランジ継手

190

ＧＬ

4
,
16
8

コンクリ－トポール（フランジ継柱）

19-19-10（上柱 8,284m、下柱 10,784m）

投光器架台用アーム

照明柱姿図　Ｓ＝１／５０

根巻きコンクリ－ト

φ1000×600　ダクト管残置

フランジ継手

190

プルボックス
SS200×200×200(SUS、WP）

照明器具へｹｰﾌﾞﾙﾌﾞﾗﾝﾁ

プルボックス
SS200×200×200(SUS、WP）

照明器具へｹｰﾌﾞﾙﾌﾞﾗﾝﾁ

ホーンアレイスピーカー

コンクリ－トポール（フランジ継柱）

ＬＥＤ投光器 ＬＥＤ投光器

【 投光器 ３台 】 【 投光器 ４台 】

コンクリートポール（基礎、建柱を含む）は別途建築工事とする コンクリートポール（基礎、建柱を含む）は別途建築工事とする

本工事区分は照明器具（取付金物を含む）の設置、角度調整

試験調整（照度測定を含む）とする

本工事に含む

【グラウンド照明柱Ａ、Ｃ、Ｄ、Ｆ】 【グラウンド照明柱Ｂ、Ｅ】

注記　（グラウンド照明柱３灯用、４灯用　共通） 注記

についても本工事に含む

角度調整は高所作業車に行う事し、その費用

設置及び角度調整は高所作業車に行う事し、その費用についても

水銀ランプ ２５０Ｗ相当メタルハライドランプ ２０００Ｗ相当　光害対策形　

光束１５７００ｌｍ、消費電力１７０Ｗ、電圧１００～２４４Ｖ

電源別置タイプ

防雨形(ＩＰ２３)、屋外用

光源寿命６００００時間（光束維持率７０％）

昼白色、５０００Ｋ、Ｒａ８０

昼白色、５０００Ｋ、Ｒａ８０

光源寿命４００００時間（光束維持率９５％）

アーム：鋼材（溶融亜鉛メッキ）、ハンドル：ステンレス

噴流形(ＩＰ６５)、重耐塩害仕様

電源別置タイプ、中角タイプ

光束１２４０００ｌｍ、消費電力１０３３Ｗ、電圧２００～２５４Ｖ
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ＡＭ
アンテナ

ＦＭ
アンテナ

５Ｃ

Ａ

５Ｃ
５Ｃ

５Ｃ
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3
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7
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(67)

ＷＰ
Ａ ＭＰ Ａ ＭＰ

１Ｆ

事務室

管理棟

拡声設備　系統図 ＥＭ－ＡＥ１．２－３Ｃ×２

ＥＭ－ＡＥ１．２－３Ｃ （ＦＥＰ３０）

（ＦＥＰ３０）

屋外

ＦＭ

ＡＭ

防雨入線
カバー付

ラジオアンテナ仕様

ＦＭアンテナ

壁面マスト　４０Ａ　３点支持

５ＥＬ

（溶融亜鉛メッキ）

１基

ＡＭホイップアンテナ

ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ×２
５Ｃ

Ａ
ＥＭ－ＡＥ１．２－３Ｐ

ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ×２

Ａ ＭＰ拡声設備　システムブロック図 Ａ ＭＰ 壁掛型アンプ　※屋外盤（別途）に収納 壁掛型アンプ
ＷＰ

中型ホーンアレイスピーカー　（ポール取付金具共）

プ
リ
ア
ン
プ
部

出
力
制
御
部

１２０Ｗ

＜屋外盤＞

ラジオ

ＡＣ１００Ｖ

チューナー

スピーカー
制御器

×２

チューナー
ラジオ

ＡＣ１００Ｖ

プ
リ
ア
ン
プ
部

出
力
制
御
部

１２０Ｗ

呼出用マイク

Ｍ

呼出用マイク

Ｍ

壁掛型アンプ

壁掛型アンプ

ＦＭ

ＡＭ

＜事務室＞

ＡＣ１００Ｖ

ＡＭ／ＦＭラジオチューナーユニット組込

１２０Ｗ

ＡＣ１００　Ｖ　５０／６０　Ｈｚ

優先度設定、呼出チャイム内蔵、非常カット

予備×３、電話ページング、リモートマイク
入力１（マイク／ライン切換）、入力２（マイク）

５局＋一斉（通常、緊急）

電　源

定格出力

出力制御

機　能

入　力

スピーカー制御器壁掛型アンプ

ＡＣ１００ Ｖ　５０／６０ Ｈｚ　　電　源

制御方式 前面スイッチおよび無電圧ブレーク接点によ

りアンプの出力を制御（１２０ Ｗまで制御）

制御電流 ＤＣ２４ Ｖ　３０ ｍＡ

仕　上 パネル：アルミ

ボックス 露出ボックス共

その他 ＡＭ２分配器、ＦＭ２分配器収納

ＡＣ１００ Ｖ　５０／６０ Ｈｚ電　源

定格出力 １２０ Ｗ

入　力 入力１（マイク／ライン切換）、入力２（マイク）

予備×３、電話ページング、リモートマイク

出力制御 ５局＋一斉（通常、緊急）

機　能 優先度設定、呼出チャイム内蔵、非常カット

ＡＭ／ＦＭラジオチューナーユニット組込

３０ Ｗ（３３０ Ω），２０ Ｗ（５００ Ω），定格入力

１０ Ｗ（１ ｋΩ）

出力音圧レベル １１６ ｄＢ（１ Ｗ，１ ｍ換算値）

周波数特性 ３２０ Ｈｚ～９ ｋＨｚ

指向角 水平：約９０°（２ ｋＨｚ）、垂直：約３０°（２ ｋＨｚ）

スピーカー ホーンスピーカー×２

その他 ケース：ＦＲＰ　塗装、保護等級：ＩＰＸ５

Ｄ ２
Ｄ ２

３Ｐ

５Ｃ
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メインコート

3on3コート

休憩スペース

サブコート

管理棟

四阿

トイレ

駐車場-1

多目的駐車

スペース

車椅子駐車

スペース

遊具広場-1

遊具広場-2

駐車場-3

駐車場-2

総合案内板

車椅子駐車

スペース

出入口-1

出入口-2

ウォーキングコース

バス駐車

スペース

駐輪場
多目的駐車

スペース

19.44

19.59

19.42

19.62

19.93

As

19.66

19.92

19.92

19.66

19.62

19.68

19.94

19.46

19.46
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赤
坂

新
山
線

As

GCo

23.89

20.91

21.09

21.40

24.86

24.96

24.68

19.73

18.74

18.73

K87

24.58

25.240

25.300

20.910

スロープ
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スロープ
    1/15

スロープ
    1/15

スロープ
    1/15

▲
▲

▲

▲

スロープ
    1/15

屋外通路

エ

エ

エ

エ

2部屋に分割利用可能

スロープ
    1/15

▲▲ ▲

▲

会議室

女子更衣室

エ

男子トイレ女子トイレ

器具庫

男子更衣室

エントランスホール

事務室

1500

As

19.51
19.51As

１１０２００．１４２

ＥＭ－ＡＥ１．２－３Ｃ （ＦＥＰ３０）

ＥＭ－ＡＥ１．２－３Ｃ×２ （ＦＥＰ３０）

Ａ
Ｍ
Ｐ

ＷＰ

ラジオアンテナ仕様

ＦＭアンテナ

壁面マスト　４０Ａ　３点支持

５ＥＬ

（溶融亜鉛メッキ）

１基

ＡＭホイップアンテナ

防雨入線
カバー付

ＦＭ

ＡＭ

５Ｃ

Ａ

拡声設備

配管配線凡例

５Ｃ
ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ×２ （天井フトコロ）

５Ｃ
（ＰＦ２２）ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ×２

（天井フトコロ）

（天井フトコロ）

Ａ
ＥＭ－ＡＥ１．２－３Ｐ

ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ×２
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工 事 名

図 面 名

図番

日付

縮尺

校閲 製図

１ 級 建 築 士 第 号 菅 原 英 介

複写図 Ａ１判 １部 （２つ折り製本）

新設一式

管理棟

１階木造管理棟

山形県鶴岡市

鶴岡市人工芝グラウンド整備電気設備工事（管理棟）

●

○

○

●

●

●

時計・放送設備

構造

○
○
○

○
○

ＥＬＶ制御設備

（国有財産法に基づく計画面積）施設の延べ面積

機器

機器

及び塔屋
屋上

上層階 機器

地階・１階

中間階

設計用標準水平震度

（１）設計用水平地震力

耐 震 措 置

他工事との取合い

環境への配慮

１．工事場所

構内配電線路

構内通信線路

電波障害調査

動 力 設 備

電 灯 設 備

発 電 設 備

構内交換設備

映像・音響設備

構内情報通信網設備

誘導支援設備

雷 保 護 設 備

電力貯蔵設備

受 変 電 設 備

電 熱 設 備

火災報知設備

中央監視制御設備

防犯・入退室管理設備

テレビ共同受信設備

情報表示設備

●
●
○

○

●

○

●

新設一式

○
○

○

○

備 考
工 事 種 目

３．工事種目（●印の付いたものを適用する。）

備考
地下 塔屋地上

階数
建物名称

２．建物概要

Ｉ．工事概要

共

通

電

灯

動

力

身

障

者

用

時
計
拡
声

電

話

火

災

報

知

テ
レ
ビ

表
示
等

イ
ン
タ
勖
ホ
ン

コンセント（車椅子用）

８００～１，５００

８００～１，５００

８００～１，５００

８００～１，５００

２，１００

２，３００

２５０

１５０

２５０

床上～操作部

床上～操作部

床上～中心

床上～中心

床上～上端

天井～上端

床上～上端

床上～操作部

副受信機

機器収容箱

発 信 機

表 示 灯

警報ベル

液化石油ガス用検知器

都市ガス用検知器（軽質）

都市ガス用検知器（重質）

床上～操作部

受 信 機

２００

１，５００

３００

２００床上～中心

床上～中心

床上～中心

機器収容箱

機器収容箱（ＥＰＳ）

テレビ端子（一般）

テレビ端子（和室）

天井～上端

テレビインターホン（親機）

テレビインターホン（子機）

壁付インターホン（一般）

壁付アウトレット（一般）

１，４００

約１，３５０

１，３００
１，３００

床上～中心

床上～中心床上～中心

床上～中心

床上～中心

２，３００

１，３００

２，３００

２，３００

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

表 示 盤

床上～中心

壁付アッテネータ

壁付形スピーカ

壁付子時計

壁掛形親時計 １，５００（上端２，０００以下）

２００

３００

床上～中心

床上～中心

床上～中心

壁付アウトレット（和室）

壁付アウトレット（一般）

１，５００

２００

床上～下端

天井～上端

地上～引込点

端子盤（ＥＰＳなど）

端子盤（廊下、室内）

集合保安器箱

引込線引留め高

３００

９００

１，１００

床上～中心

床上～中心スイッチ（車椅子用）

１，３００

１，１００

１，３００

９００

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

廊下表示灯（復旧ボタン付）

壁付インターホン（玄関子機）

壁付インターホン（親機）

呼出しボタン（便所用）

床上～中心

床上～中心

床上～中心

電磁開閉器用押ボタン

開閉器箱

壁掛形制御盤

１，３００

１，５００

１，５００（上端２，０００以下）

１，３００

１，２００

２００

３００

１００

ファン下端

８００～１，０００

１，３００

５００～１，０００

１．０００～１，３００

２，１００～２，３００

約２，５００

１５０

１，５００以上

１，０００以下

地上～中心

床上～中心

床上～中心
鏡上端～中心

床上～下端

床上～上端

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～下端

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

コンセント（機械室）

コンセント（屋外）

ブラケット（一般）

ブラケット（踊場）

ブラケット（鏡上）

避難口誘導灯

廊下通路誘導灯

コンセント（車庫）

コンセント（厨房）

コンセント（ファン用）

コンセント（台上） 台上～下端

スイッチ（和室）

スイッチ（一般）

コンセント（一般）

コンセント（和室）

１，５００（上端２，０００以下）床上～中心分 電 盤（壁掛形）

壁付押しボタン（一般）

２，３００

１，３００

１，３００

床上～中心

床上～中心

取付高（ｍｍ）

地上～窓中心

地上～引込点

約１，８００

引込線引留め高

測 点機 器

取引用計器

床上～中心

壁付発信機

ベル，ブザー，チャイム

表２「機器取付高さ」

ｔ

ＬＨＤ

Ｃ Ｄ

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）× 連－ 組

ＥＰ×２

接地極の規格、数量記 号接地の種別

Ω以下 ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－ 組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組１０Ω以下

１００Ω以下 ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１０又はＷ＝３０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－ 組

１００Ω以下

１００Ω以下

１０Ω以下

１０Ω以下

Ω以下

ＭＤ

ＬＨ

ＬＬ

Ｏ

Ｓ

Ｄａ

Ｄｔ

Ａｔ

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

Ｅ
Ｅ

Ｅ
Ｅ

Ｅ
ＤＥ

避雷器用（モデム用）

避雷器用（高圧用）

避雷器用（低圧用）

構内交換機（陽極用）

本配線盤の保安装置

電話引込口の保安器

拡声増幅器

防犯装置用

測 定 用

○
○
○
○
○
○
●
○
○

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組１０Ω以下

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×２Ω以下

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組１０Ω以下

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１１００Ω以下●
○
○
○
○

Ｄ 種 接 地

Ｂ 種 接 地

Ａ 種 接 地

ＣＥ
ＢＥ
ＡＥ

共 同 接 地 Ａ

Ａ

ＬＡ

ＬＡ

○ 共 同 接 地

雷保護用接地

雷保護用接地

Ｗ＝３０は１，２００ｍｍとする。又、装柱機器及び屋外灯用接地極の埋設標は不要とする。

○
○

ＥＥＥ

Ｅ
Ｅ

ＥＥＥ

接地抵抗値

Ω以下

Ω以下

１０Ω以下

１０Ω以下

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

Ｃ 種 接 地

表１「接地極一覧表」

設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

接地極の種別は下記を標準とし、ＥＢの長さは１，５００ｍｍとする。ただし、Ｄ＝１０は１，０００ｍｍ、

○
○○

●

●

●

○

○

○

●

○

各

設

備

○

●

○

●

●

●

●

○

●

●

○

●

●

照明器具

体育館

一

般

共

通

事

項

一

般

共

通

事

項

一

般

共

通

事

項

○

○
○

（ 本体打込み式 ）

ＬＥＤ 灯の入力電圧・周波数は、図面に特記無き場合はＬＥＤ 灯

照度測定試験

○

（１００／２００Ｖ、５０Ｈｚ）とする。

Ｈｆ形蛍光灯の入力電圧・周波数は、図面に特記無き場合は

（１００／２００Ｖ、５０Ｈｚ）とする。

蛍 光 灯

制御盤等で配管ボンドとなる負荷には接地端子を設けない。動 力 設 備○

漏電遮断器は、ＪＩＳ協約形の１Ｐサイズ（１００Ｖ２Ｐ２Ｅ）とする。

（１００Ｖ２Ｐ１Ｅ，２００Ｖ２Ｐ２Ｅ）とし、

分電盤の分岐回路に使用する配線用遮断器は、ＪＩＳ協約形の１Ｐサイズ○

（ＰＦ２２）を２本、天井まで立上げる。（ＰＦ２２）を１本、５個以上の場合

埋込形分電盤からの立上り予備配管は、予備の配線用遮断器４個以下の場合○分 電 盤

設置されない部屋は１ヶ所以上の測定を行う。（明るさセンサの設定値共）

一般照明の照度測定は、明るさセンサが設置される部屋がセンサ１個につき１ヶ所以上

便 所○注意プレート設置室：

動かしてください。」

一定時間動きがなければ消灯しますので、その際は再度身体を

参考文例：「人の動きを検知して点灯いたします。

文字：印刷文字（黒及び赤）材質：アクリル板

照明の人感センサー制御を行う部屋には、下記の注意プレートを設置する。

プレート

人感センサー用○

樹脂製○アルミ製○ＯＡフロアー用

配線器具の蓋

○

表によりがたい場合は監督員と協議する。

図面に特記なき場合は、表２「機器取付高さ」による。ただし、● 機器取付高さ

屋 外● ）（

下記部位に使用する、外面めっき電線管の露出配管には塗装を施す。

居室に設置する分電盤は指定色塗装を施す。○塗 装

図面に特記なき場合は、表１「接地極一覧表」による。

位置表示

接地極の種別及び●

発電機回路に接続されるコンセントは、回路種別が識別できるものとする。

コンセント

発電機回路用〇

水平調整付プレート（空転防止リング付）とする。

アルミ製〇銅合金製○

フラッシプレート

フロアプレート〇

樹脂製●金属製（ステンレス、新金属も含む）

●呼び線 長さ１ｍ以上の入線しない管路には、１．２ｍｍ以上の樹脂被覆鉄線を挿入する。

○●

床版で断熱材打込み部分は、断熱材用インサートとする。○インサート

電線本数、管径などは、監督職員の承諾を受けて、変更してもさしつかえない。

分電盤、制御盤、端子盤などの２次側以降の配線経路、電線太さ、●電線本数、管路など

合成樹脂製可とう管はＰＦ管（一重管）とし、温度による分類はタイプ－２５とする。合成樹脂製可とう管●

打ち込み箇所に取付ける位置ボックスなどは保温、結露防止の処理を行う。

外部に面する壁、天井で建築工事でＰＦ板（スタイロホーム等）●保温、結露防止

構内交換設備○○ 構内情報通信網設備

発電設備○受変電設備○

各機器の個別運転後に下記の総合調整を行い、機能確認報告書を監督職員に提出する。総 合 調 整

盤類の工事完了後に、単線結線図の更新を行う。

○ 試験、調整確認書○ 事前機能確認書○システム機能動作確認書

○盤類の改修完了後に下記資料を監督職員に提出する。

分電盤 ○制御盤○

下記盤類の改修等は、製造者等による作業と○ する。既存盤の改修○

再使用する機器類は現場内で清掃の上、絶縁抵抗を測定して取り付ける再使用品の清掃等

ロ） 振動を伴う機器の支持金物のナットはダブルナットとする。

のナットにはナットキャップ（樹脂製）を取り付ける。

はステンレス製（ＳＵＳ３０４）とし、屋外機器のアンカーボルト

イ） 屋外機器及び屋外の配管に使用する支持金物（ボルト類）支持金物・固定金具○

施工に際し既存設備、施設等に損害を及ぼした場合は、原状に復旧する。既存施設等の復旧○

機器撤去後の天井、壁及び床等の補修は既存仕上げと同等の補修とする。撤去跡の補修○

行わない行う

行う 行わない○
施工後確認試験

ロ）試 験 性能確認試験

金属拡張系アンカー

（ 接着剤（有機系））あと施工アンカー イ）あと施工アンカー 接着系アンカー

ロ）範囲は監督職員の指示によるものとし、費用は別途とする。

イ）放射線透過検査等による埋設物の調査非破壊検査

はつり工事は、事前に走査式埋設物調査を行い、監督職員に報告を行うこと。はつり○

５０Ｈｚ電源周波数

提出物 Ａ４判ファイル綴じ込み 部

宿舎等で共用部分を除く部分に設置した機器の取扱い説明書をまとめる。

機器取り扱い説明書

提出物 Ａ４判ファイル綴じ込み １部

主要機器一覧表、主要材料等

機器取り扱い説明書、機器性能試験成績表、官公署届出書類、総合調整測定表、

保全に関する資料

提出物 Ａ４判ファイル綴じ込み ２部 （関連工事と合本する。）

建設大臣官房官庁営繕部監修「管理者のための建築物保全の手引き 」１冊

保全に関する資料

解説をした図書とする。

当該施設固有の内容に整合した保全方法を写真等を用い具体的に分かり易い

「建築物等の利用に関する説明書作成の手引き」に基づき作成する。

建築物等の利用に関する説明書

完成時の提出図書

● 完成時の提出図書

複写図 Ａ１判 １部 （２つ折り製本）

（原図が提出できないものは原図にかわる図でよい。）

提出物 原 図 Ａ１判 １部 （３つ折りケース収納）

●施工図

原 図 Ａ１判 １部 （３つ折りケース収納）

（要の場合、オリジナルファイルも提出する。）

不要○● 要（２部）ＣＡＤデータ提出物

既存完成図の修正●ＣＡＤで新規作成○完成図

完成図等

当該建築物に限る使用権は、発注者に譲渡するものとする。

工事完成時に下記の図書を監督職員に提出する。なお、施工図等の著作権に係る

根切り土○
○Ａ種 Ｂ種（ただし、コンクリート管以外の管の周囲は山砂の類）○種別埋戻し及び盛土○

なお、調査にかかる費用は、 ○ 本工事 ○ 別途 とする。

採取部位及びサンプル数は監督職員と協議する。

ロ）下記のアスベスト含有製品の定性分析調査を行うものとし、

（ ○ ○ ）

（ ○ 型番確認の上、製造者ヒアリング ○ ）調査方法

調査範囲

イ）撤去機器、器具等についてアスベスト含有製品調査を行い、監督職員に報告する。

含有製品調査

アスベスト

）
）
）
）

（ ○図示○調査方法

（
（
（

○図示○調査範囲

○既存資料調査○調査項目

別途○本工事事前調査

公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）によるほか下記による。施 工 調 査

○行わない○行う

既設部分の養生○
○Ｃ種○Ｂ種○Ａ種種別

仮設間仕切り○
○Ｅ種○Ｄ種○Ｃ種○Ｂ種○Ａ種種別

材料、撤去材等の運搬方法（建築工事編２．２．１ 表２．２．２による。）○

防護シート ○設置しない○設置する

○Ｆ種○Ｅ種○Ｄ種○Ｃ種○Ｂ種○Ａ種

○Ｇ種○Ｆ種○Ｅ種○Ｄ種○Ｃ種○Ｂ種○Ａ種

○ 種別外部足場

種別○内部足場

手すり据置方式又は（３）手すり先行専用足場方式により行うこと。

「手する先行工法による足場の組立て等に関する基準」の２の（２）

中さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組立て、解体又は変更の作業は

「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合する手すり、

「手すり先行工法等に関するガイドライン」により、

（厚生労働省基発第０４２４００１号平成２１年４月２４日）の

足場を設ける場合は、「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」

○本工事で設置する。

別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

足場その他

設けない。

設ける。（規模及び仕上げの程度は、工事補足説明事項書による。）

○パワーコンディショナ○中央監視装置○
○自動火災報知受信機交換機○交流無停電電源装置○

仮設工事●

監督職員事務所

設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

（２）設計用鉛直地震力

○直流電源装置○発電装置（防災用）配電盤○
・重要機器は次のものを示す。

・中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの

１０～１２階建の場合は上層３階、１３階建以上の場合は上層４階とする。

・上層階とは２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、

１．０

０．６

０．６

１．０

１．０

１．０

１．０

０．６０．６ ０．４

０．６

１．０

１．０

１．５

１．０

１．５

１．０

１．５

１．５

２．０

１．５

２．０

１．０１．０ ０．６

１．５１．５ １．０２．０

１．５

１．０

１．５

１．５

１．５

２．０

２．０

水槽類
防振支持の機器

水槽類
防振支持の機器

水槽類
防振支持の機器

一般機器重要機器一般機器重要機器

一般の施設○特定の施設○
機器種別

なお、特記なき場合は、設計用標準水平震度は、次による。

機器の重量［ｋｇｆ］に、設計用水平震度を乗じたものとする。

独立行政法人建築研究所監修２００５年版）による。

すべて建築設備耐震設計・施工指針（国土交通省国土技術政策総合研究所

耐震措置の計算及び施工方法は、次に示す事項以外、

施工範囲 図面に特記なき場合は、「工事区分表」による。

第二種及び第三種ホルムアルデヒド発散建築材料以外の材料

①建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、

④建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

③建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

②建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

④①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、

指し、同区分「第三種」とは次の ③ 又は ④ に該当する材料を指す。

「規制対象外」とは次の ① 又は ② 該当する材料を

（２）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、

スチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

その他の什器類等は、ホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及び

除く）が添加されていない材料を使用する。

フタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を

③接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及び

含有量が少ない材料を使用する。

②接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの

●環境への配慮

①合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、

アセドアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、

ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、

ＭＤＦ、パーティクルボード、その他の木質建材、

有すると共に、次の ① から ④ を満たすものとする。

（１）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を

機械設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。

及び系統連系保護装置）
・太陽光発電装置（パワーコンディショナ

・監視カメラ装置
・中央監視制御装置

・交流無停電電源装置（３００ｋＶＡ以下）
・高圧変圧器（特定機器）
・高圧負荷開閉器
・高圧限流ヒューズ
・高圧進相コンデンサ
・高圧交流遮断器
・高圧スイッチギア（ＰＷ）
・高圧スイッチギア（ＣＷ）
・キュービクル式配電盤
・制御盤
・分電盤
・可変速電動機用インバータ装置
・照明制御装置
・蛍光灯器具

製造業者等名機 材 名

⑥ 販売、保守等の営業体制を整えていること。

⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

④ 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

③ 安定的な供給が可能であること。

② 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

① 品質及び性能に関する試験データを整備していること。

証明となる資料等の提出を省略することができる。

ただし、製造者等名が記載されているものは、

提出して監督職員の承諾を受ける。

資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を

すべての事項を満たすものとし、この証明となる

（２）下表に機材名が記載された製造業者等は、次の ① から ⑥

通常有すべき品質及び性能を有するものとする。

（１）本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、材料・機材の品質等●

東北地方整備局制定の営繕工事事業用電気工作物保安規程を準用する。

地表面粗度区分（ ）

最大電力５００ｋＷ以上の場合においても、第１種電気工事士により施工を行う。電気工事士●

電気工作物保安規定●

建設省告示第１４５５号における区域 別表（ ）

積雪荷重○

適用区分

風圧力○
風速（Ｖｏ＝ ）

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

項事記特目項章

○

●印の付いたものを適用し、○印の付いたものは適用しない。

２．特記仕様

なお、機械設備工事の特記仕様書は（ ／ ）図、建築工事の特記仕様書は（ ／ ）図による。

（２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、

最新版公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（ ）（以下「標準図」という。）

最新版公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（ ）（以下「改修標準仕様書」という。）

最新版公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（ ）（以下「標準仕様書」という。）

○
○
○
●印が付いたものを適用する。

（１）図面及び本特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書等のうち、

１．共通仕様

ＩＩ．工事仕様

範囲： 工期：令和 年 月 日あり○

なし○４．指定部分

277.63ｍ2

新設一式

新設一式

新設一式

新設一式

○
○

●

●

○

○

●

P643
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鶴岡市高坂字仏供沢４８-２ほか
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Ｓ Ｗ － Ｈ ｕ ｂ ： ８ ポ ー ト × １

１ ０ Ｐ （ Ｆ 型 ） × １ （ ス ペ ー ス ）

※ Ｈ Ｕ Ｂ は 別 途

端 子 盤 仕 様

そ の 他

構 内 情 報 （ Ｌ Ａ Ｎ ）

構 内 交 換 （ 電 話 ）

光 接 続 箱 （ ス ペ ー ス ）

TM

ＥＴ

1

1

1

2

工 事 名

図 面 名

図番

日付

縮尺

校閲 製図

１ 級 建 築 士 第 号 菅 原 英 介

3 4

5 6

7 8

3

5

7

2

4

6

8

TM

2

3 4

5 6

7 8

9 10

11 12

13 14

15 16

17 18

19 20

21 22

23 24

25 26

27 28

ＥＴ

ＥＤ ＥＤ
（ＥＬＢ）
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200゜
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▲

工 事 名

図 面 名

図番

日付

縮尺

校閲 製図

１ 級 建 築 士 第 号 菅 原 英 介

内 容記号

ケーブル種別 保護管 備 考配線凡例

特記事項 ※特記なき配線は下記とする。

DP

DP

P643
テキスト ボックス
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本体：鋼板（高反射白色粉体塗装）

□４００、乳白パネル、調光可能タイプ（約１０～１００％）

パナソニック 直付ＸＬ６６５ＰＦＶＬＡ９相当品

パネル：アクリル（乳白）

パナソニック 直付ＸＦＸ２３０ＡＥＮＬＥ９相当品

枠：鋼板（高反射白色粉体塗装）

パナソニック ダウンライトＸＡＤ３１００ＮＫＣＥ１相当品

埋込穴φ１００

高気密ＳＢ形

枠：鋼板（ホワイトつや消し）

埋込穴φ１００

枠：鋼板（ホワイトつや消し）

高気密ＳＢ形

カバー：プラスチック（乳白）

パナソニック ダウンライトＸＡＤ１１００ＮＫＣＥ１相当品

両面化粧タイプ、ツマミネジ方式

拡散タイプ、美ルック、電源ユニット内蔵

パナソニック ＬＧＢ８５０００ＫＬＥ１相当品

Ｗ＝５４０ Ｈ＝３８ 出しろ７６

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

本体：鋼板（白色粉体塗装）

A

電源装置はライトバー側に内蔵

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

電源装置はライトバー側に内蔵

パナソニック 直付ＸＦＸ４５０ＡＥＮＬＥ９相当品

本体：鋼板（白色粉体塗装）

FE2 HE1 G

DB1

号 菅 原 英 介１ 級 建 築 士 第

製図校閲

縮尺

日付

図番

図 面 名

工 事 名

パナソニック ＸＬＧＥ８０１１ＣＥ１相当品

パナソニック ＦＫ９００１０Ｊ相当品

α

アルミダイカスト（オフブラック）、カバー：アクリル（乳白）

拡散タイプ、防雨型、ネジ方式

Ｗ＝２８０ Ｈ＝２８０ 出しろ１１５

パネル：アクリル（透明）、埋込穴：φ１５０

パナソニック ダウンライトＸＮＷ１５６３ＷＮＬＥ９相当品

枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）

反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）

軒下用（防雨型）

パナソニック 直付ＸＦＸ４５０ＡＥＮＬＥ９相当品

電源装置はライトバー側に内蔵

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

本体：鋼板（白色粉体塗装）

B2

ガード付

C
本体：鋼板（白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

電源装置はライトバー側に内蔵

パナソニック 直付ＸＦＸ４６０ＡＥＮＬＥ９相当品

P643
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▲

R

R

α

α

R

α

内 容

備 考

特記事項

配線凡例

※特記なき配線は下記とする。

保護管ケーブル種別

記号

号 菅 原 英 介１ 級 建 築 士 第

製図校閲

縮尺

日付

図番

図 面 名

工 事 名

P643
テキスト ボックス
　　




▲

RR

号 菅 原 英 介１ 級 建 築 士 第

製図校閲

縮尺

日付

図番

図 面 名

工 事 名

内 容記号

ケーブル種別 保護管 備 考配線凡例

特記事項 ※特記なき配線は下記とする。

R

P643
テキスト ボックス
　　




▲

N

N

号 菅 原 英 介１ 級 建 築 士 第

製図校閲

縮尺

日付

図番

図 面 名

工 事 名

※特記なき配線は下記とする。特記事項

配線凡例 備 考保護管ケーブル種別

記号 内 容

N
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